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3 月 11 日の東北関東大震災は未曾有の大災害となり、23 年度は日本中が悲しみの中でのスタートとなりま

した。入所者の皆様からも、義援金の御協力がありました。１日も早い復興を心から願います。

また、今年法人は81名の新入職員を迎えました。3日間の研修を終えた、初々しい女性職員2名が、我が養護

盲に配属され、現在先輩について見習い中です。指導に当たる先輩も襟を正し、心引き締め、初心に戻る、毎年こ

の時期にみられる光景です。人の痛みの分かる心根の優しい職員に育って欲しいと願っています。

昨年度30周年記念事業のひとつとして「福寿園視覚障害者チャリティ基金」を創設いたしました。30年間行政

機関の御支援や地域皆様のご理解、ご協力のお陰で成長させていただきましたので、感謝をこめて、盲学校、身障協

会、点字図書館にパソコンをはじめとしてＩＴ機器類を贈呈させていただきました。今後も施設玄関入口に募金箱を

設置し、この取り組みを継続させていただきます。

現在待機者がありません。在宅でお困りの方がありましたら是非ご相談ください。

今年度も宜しくお願い致します。 施設長 齊藤久代

4 月 6 日、園庭の桜の下でお花見と花まつりを開催しま

した。厨房職員手作りのお重に詰められた花見弁当は、味

はもちろん、色とりどりで見た目も美しく、みなさん大満

足でした。また、お釈迦様にお花を供え、甘茶をかけて、

「こうしてお花見のできる幸せ」を噛みしめ、被害に遭わ

れた皆様の復興をお祈りしました。また、甘茶に遠い幼い

ころの思いを馳せ、昔話に花が咲いたのは言うまでもあり

ませんでした。今年度も四季折々の行事を企画し楽しんで

いただきたいと思います。

さて、22年度は天候不順の年でしたが、入院

や死亡された方が例年に比べると少ない年でし

た。最近の傾向としまして、男性の入所が多く４

割を占め、無年金の方も増えています。ＩＴ技術

が進歩し、ＩＴを活用していらっしゃる方が徐々

に増えてきていることも特徴です。
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【福寿園とボランティアのかかわり方（１）】

現在、養護に定期的に来て下さっている団体数は9つあります。その多くは隔週または毎週来て下さり、その延べ人

数は年間500人を超えます。その中心となっているのがクラブ活動の講師の方々です。器楽クラブ・銭太鼓クラブ・

点字クラブ等は歴史があり、開設以来30年ずっと活動が続いています。クラブ活動は多くの園生さんにとって生活

のハリとなっており、また生き甲斐にもつながっています。

定期的にお越しになるボランティア団体の中には買い物介助に付き添って頂けるグループもあります。園生の皆さん

は月に一度地元のスーパーに買い物に出掛けるのをとても楽しみにしており、職員だけではとても手が回らない人数

をボランティアの皆さんに助けて頂いております。

また、対面朗読のボランティアの皆さんも毎月お越し下さいます。園生の皆さんの趣向に沿ったいくつかのグループ

に分かれて、物語や最近の社会情勢について分かりやすくお話しいただいています。目の前で話して下さることで内

容に引き込まれ、時間があっと言う間に過ぎてしまうと園生の皆さんから好評を博しています。

12月に催すクリスマス会には、定期的に来て下さっているボランティアの方を招待し、日頃の感謝を園生・職員一

同で示す機会を設けております。ボランティアの皆さんも毎回趣向を凝らした園生さんと職員の手作りのこの会を心

待ちにして下さっています。

生活相談員より

ショートステイの受け入れも随時行っております。

待機者はございません。入所相談等ありましたら、

ぜひご連絡下さい。よろしくお願いします。

平成２３年５月９日（月）現在

定員 ８０名 現在入所者 ８０名

ショートステイ：定員４名 現在入所 １名

担当者：主任生活相談員：山森達也 主任支援員；林美恵子

〒441-3413

愛知県田原市六連町神ノ釜 9-3

TEL：0531-27-0008

FA X：0531-27-0828

URL：http://w w w .fukujuen.or.jp

E-m ail：honbu@ fukujuen.or.jp

≪クラブ紹介 其の8 ～詩吟クラブ～≫

ボランティアによる講師を迎え、現在約２０名が参加しています。入所者の趣

味を生かし、日常生活に張りが出るようなクラブ活動を目指しています。

最近練習している曲には「余生」「何事も」「黒田節」等があり、現在までのレ

パートリーは数多くあります。先生の後に続いて吟じたり、合吟、時には独吟を

行っています。また、地域行事、園内行事、他施設との交流会にも積極的に参加

しています。

リフレッシュでいちご狩りへ行っ

てきました。皆さん手探りで、甘

くて美味しいいちごを探し当て、

口いっぱいに頬張っていました。

春の渥美半島は、美味しいいちご

がおススメです！

「屋根より高い鯉のぼり♪」

福寿園では園生の皆さんの手形のうろこ

でできた鯉のぼりがおよぎました！！


